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 「mPLAT」は、「Senju Family」をベースにした、SaaS型運用基盤サービスです

mPLAT のラインナップ

ITサービスマネジメント領域

mPLAT/SMP
（IT Service 

Management Platform）

ITILプロセスを実現するサービスデスク基盤サービス
シェアNo.1のサービスデスクツールをSaaS型で提供

mPLAT/IWC
(ITSM Watch Center)

サービスデスクに蓄積された情報をNRIのITサービスマ
ネージャが分析し、継続的に運用改善を支援

mPLAT/AEC
(Auto Event Call)

監視ツールが検知したアラートを連絡網に従って自
動電話にて通知、チケットや対応結果を自動登録

mPLAT/MDV
(Monitoring 

Dashboard View)

システム運用の状況を可視化するダッシュボードサー
ビス、職責ごとに必要な人に必要な情報を提示

システムマネジメント領域

mPLAT/SOP
（Self Operation Platform）

監視、ジョブ、キャパシティ管理等、運用に必要な機
能をSaaS型で提供。ランブックオートメーション等の
自動化機能も充実。各種クラウド連携機能も提供

mPLAT/DOP
（DevOperation Platform）

開発担当者が本番環境にアクセスせずに、システム
情報を把握。適切な統制/セキュリティを確保しつつ
スピーディな対応を実現

システム利用者 外部ベンダー 開発担当 運用担当

通知 統制 プロセス

NRI

監視/運用

オンプレミス プライベートクラウド パブリッククラウド

SMP
IT Service
Management 
Platform

IWC
ITSM Watch 
Center

AEC
Auto Event 
Call

MDV
Monitoring 
Dashboard 
View

運用分析・改善 自動通知 ダッシュボードインシデント管理

SOP Self Operation Platform

ランブックオートメーション キャパシティ

モニタリング ジョブスケジュール

DOP
DevOperation
Platform

開発と運用の連携

運用

支援
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mPLAT/DOP とは01
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1-1. サービスの概要

mPLAT/DOP（DevOperation Platform）とは、開発部門の担当者が迅速に、本番アクセスすることなく
システムの状況把握をすることができるサービス。

• 第３レベル（14pt）
• 第４レベル（12pt）

• 第５レベル（12pt）

1．mPLAT/DOP とは

現状イメージ 導入イメージ

障害検知

運
用
基
盤

／

本
番
シ
ス
テ
ム

障害連絡(ESP)
（電話/メール）

異常終了ジョブ
の状況確認

状況確認（電話）

情報取得依頼（電話）

必要なログの
取得確認依頼

確認

確認結果（電話）

開 発 運 用

本番アクセス

障害検知

運
用
基
盤

／

本
番
シ
ス
テ
ム

確認

判断

開 発 運 用

本番アクセス

障害連絡(ESP)
（電話/メール）

初動（状況確認）
だけで20～30分

対応結果の単純確認でも
本番アクセス。

都度20分の作業。

初動（状況確認）の
迅速化

単純確認は、
本番アクセス不要

障害メッセージの
確認

状況確認（電話）

判断
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1-2. サービスの特徴
主な特徴

 外出先からのスマートデバイス（iPad、iPhone）によるアクセスにも対応。
 適切な統制コントロール（アクセスコントロール、データコントロール）。
 本番環境への影響を与えずに、簡単にサービス利用が可能。（停止や再起動不要。）

1．mPLAT/DOP とは

本番環境

業務サーバ
(管理対象ノード)

千手マネージャDevOP Web DevOP DB

情報蓄積

本番端末室

運用拠点
(データセンター) オペレータ

DevOPサービス

【千手ブラウザ】

【千手ブラウザ】

外出先オフィス（事業部）

社員LAN WAN

 データコントロール
 本番環境の情報をサービス環境（非本番環境）へレプリケーション。
 サービス環境へのアクセスのみ。本番環境へのアクセスは一切無し。

 アクセスコントロール
 予め許可された範囲内のみ、参照が可能。
 システム（利用部門）毎に柔軟に許可範囲を設定。

 容易に導入可能
 千手マネージャ停止/再起動不要。
サポート中のすべての千手マネージャバージョンで接続可能。

 マルチデバイス対応
 WEBブラウザを利用して参照可能（千手ブラウザのソフトウェア不要）。
 全社スマートフォンからの社外公開プロキシ経由のアクセスによりスマートデバ
イスでのアクセスにも対応。

 複数ユーザーによる同時接続が可能。

ｼﾞｮﾌﾞ状況

監視結果

メッセージ

開発部門
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1-3. 機能概要
イベント情報、モニタリング結果、ジョブ実行情報など、システムの情報を本番環境にアクセスすることなく、リアルタイ
ムに確認。

1. mPLAT/DOP とは

情報名 内容

イベント情報 イベント（千手メッセージ）一覧、管理対象サーバーの稼働状況や異常の有無を一覧表示。

モニタリング情報 千手にて監視している、OSやAPLの稼働状況、リソース状況をリアルタイムに確認することが可能。

ジョブ実行情報 千手にて実行しているジョブの実行状況をリアルタイムに確認することが可能。

ソフトウェア／パッチ情報 OSに適用されているSW情報を日次で自動取得。脆弱性情報にヒットするパッチの有無の検索、確認が可能。

ログファイル情報 OSやAPLのログファイルや設定ファイルを、オンデマンドに収集し、確認することが可能。
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1-3. 機能概要(イベント情報、モニタリング情報)

千手メッセージとして出力される、OSやAPLの障害イベント、復旧イベントをリアルタイムに確認。
イベント（千手メッセージ）一覧、管理対象サーバーの稼働状況や異常の有無を一覧表示。

1. mPLAT/DOP とは

モニタリング（リソース状況/検索）イベント（千手メッセージ）一覧

蓄積した監視結果を元にグラフ表
示可能メッセージ情報を蓄積しているので、

過去分含めて参照可能。
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1-3. 機能概要(グローバルノードモニタ、ノードモニタ)

ノードの監視状態を俯瞰して確認可能(グローバルノードモニタ)
ノードの監視ステータスやプロセス稼働状況について、リアルタイムに確認可能(ノードモニタ)

1. mPLAT/DOP とは

ノードモニタグローバルノードモニタ
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1-3. 機能概要(ジョブ実行情報)

千手にて実行しているジョブの実行状況をリアルタイムに確認することが可能。
期間内に稼働したジョブ一覧、異常終了ジョブ一覧など任意の条件での検索も可能。

1. mPLAT/DOP とは

ジョブモニタジョブレポート（ジョブ稼働状況一覧）

ジョブ／ネットをクリック

過去のジョブ稼働実績も含めて
参照可能。
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1-3. 機能概要(ソフトウェア／パッチ情報)

導入されているソフトウェアの情報を確認可能
ソフトウェア名称やバージョンで検索することにより、脆弱性対応の要否を確認可能

1. mPLAT/DOP とは

ソフトウェア／パッチ情報一覧

検索結果を
ファイル

ダウンロード

ノード毎に導入されている
ソフトウェア情報を一覧表示
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1-3. 機能概要(ログファイル情報)

OSやAPLのログファイルや設定ファイルを、オンデマンドに確認することが可能
千手マネージャ、千手エージェントの各ノードで参照可能なパスを設定し、ファイルを検索して参照が可能

1. mPLAT/DOP とは

ログファイル情報一覧

ノード、パスを
指定しファイル
を選択
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mPLAT/DOP とは01

導入効果事例02
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２．導入効果事例

mPLAT/DOP導入による効果事例

 リリース前準備

②定常業務負荷軽減

 平日日中のコール対応
 夜間・休日のコール対応(既知障害)
 駆けつけ対応(未知障害)

①コール対応スピードアップ

 統制強化
 異なる拠点間での情報共有
 過去情報の活用
 障害対応力UP

③定性効果
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①コール対応スピードアップ～平日日中のコール対応～

本番端末室へ駆けつけずに自席から障害状況の確認が可能。
障害状況の確認までの時間を15～25分短縮。

2．導入効果事例

現状 導入後

運
用
基
盤
／
本
番
シ
ス
テ
ム

開発

障害連絡(ESP)
（電話/メール）

障害
検知

確認結果連絡

状況報告

関係者
(事業部、
営業等)

運
用
基
盤
／
本
番
シ
ス
テ
ム

開発

障害連絡(ESP)
（電話/メール）

障害
検知

確認
状況報告

関係者
(事業部、
営業等)

状況報告が完了するま
で約30分 状況報告まで

10分で完了。

平日日中のコール対応
Before

After

本番アク
セス申請

本番端末室
入室

DevOps
サービスログイン

状況確認～TEL係へ報告

状況
確認

10～15分 10～15分

状況
報告

状況
報告

5分

5分 5分

自席から本番アクセス無しで状況把握

TEL係 本番端末室
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②定常業務負荷軽減～リリース前準備～

影響調査時に必要となるジョブ稼働実績情報の取得～整理を90分スピードアップ。

2．導入効果事例

現状 導入後

運
用
基
盤
／
本
番
シ
ス
テ
ム

開発
運
用
基
盤
／
本
番
シ
ス
テ
ム

開発

本番端末室

一覧を元に
情報整理

複数のログ情報より稼働
実績をまとめる作業

複数端末よりジョブロ
グ情報収集

一覧を元に
情報整理

リリース前準備
Before

After

本番アク
セス申請

本番端末
室入室 ジョブログ情報収集 情報整理

ジョブ稼働
実績取得 情報整理

15分

5分 25分

45分 60分

DevOps
サービスログイン
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③定性効果

 「コール対応スピードアップ」、「定常業務負荷軽減」に加え、以下の「定性効果」もあり。

2．導入効果事例

No 効果 内容

1 統制強化 本番アクセスの頻度削減によりセキュリティリスクを軽減。
(削減対象業務：障害状況確認、環境変更事前調査など)

2 異なる拠点間での
情報共有

パートナーが別拠点の本番端末室へ駆けつけずとも、
パートナー拠点にて障害状況を確認・共有可能。

3 過去情報の活用 過去のジョブ稼動実績のナレッジ活用。

4 障害対応力UP 複数メンバーが同時に状況把握・調査が可能。
いつでもどこからでも簡単に確認可能という心理面での余裕・安心感を得られる。
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